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落札者決定基準 

（神戸市歴史公文書館資料管理システム構築及び運用保守業務） 
 

 

１  評価方法 

入札金額及び提案書等に記載の内容をもとに価格点及び技術点を算出し、その合計点数

を総合評価点数として、最も高い者を落札者とする。 

（１）価格点に250点、技術点に650点を配分し、総合評価点数の満点を900点とする。 

 (２) 総合評価点数の最も高い者が２者以上あるときは、技術点が高い者を落札者とする。 

ただし、技術点が同値の場合は、当該入札参加者のくじ引きにより落札者を決定する。 

（３）落札者が辞退した時や資格を喪失した時は、次点の提案者を落札者とする。 

（４）入札参加者が１者の場合でも当該入札は成立するものとする。 

 

２ 価格点 

入札参加者が提示する入札金額について、下記の計算式により「価格点」として算出す

る。ただし、「①設計・構築業務」及び「②運用・保守業務」の入札金額がそれぞれ上限額

を超過している場合は、価格点は算出せず、失格とする。 

業務の区分 年度 上限額（税抜） 

① 設計・構築業務 令和６年度契約締結日から令和７年度 19,000千円 

② 運用・保守業務 令和８年度から令和12年度 24,000千円 

 

また、入札金額の合計額が基準価格（入札上限金額の３分の２に相当する金額）を下回

っているときは、神戸市低入札価格調査手続要綱に基づき調査を行い、履行に支障がない

と認められた場合に限り、有効とする。 

 

価格点＝(最も低い入札価格）/（当該応募者の入札価格）×250（価格点の配点）  

   ※小数点第１位を四捨五入するものとする。 

 

 ３ 技術点 

     提案書及び証明書等（機能実現証明書（別紙１）、機能要件対応表（任意）（様式第９

号））により審査を行い、本市が決定する。 

なお、本業務は、事業者の幅広い能力・ノウハウ・システム機能等が重要であること

から、以下に該当する場合は失格とする。 

・提案書の評価配点（275点）における合計が135点に達しない場合 

・機能実現証明書における評価項目について、「実現不可能又は記載なし（０点）」のも

のが１つでもある場合 
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（１）評価配点は、表１及び表２のとおりとする。 

 

表１ 提案書 

評価項目 合計点 

（配点内訳） 

275点 

１．基本方針 35 点 

２．システムの概要 30 点 

３．システムの利便性 60 点 

４．本業務の実施計画、体制、方法等 55 点 

５．運用保守支援 45 点 

６．自由提案 20 点 

７．地元企業に対する加点  30 点 

 

表２ 証明書等 

各要件を満たすことを評価する 合計点 

機能実現証明書（別紙１） 321点 

機能要件対応表（任意）（様式第９号） 54点 

合計点 375点 

 

  (２) 評価項目の技術点は、次の表に示す評価項目の重要度に応じて設定した配点（満点）

とし、配点に対する乗数があるものはこれを乗じて算出する。なお、各評価項目の評

価は、提案書は、項目１（２）のみ絶対評価（導入実績の件数により評価する。）と

し、その他は相対評価（全参加事業者の平均レベルを基準に優劣を評価する。）とす

る。証明書等は絶対評価（仕様書が要求するレベルを基準に優劣を評価する。）とす

る。 

 

   ＜提案書評価（項目１（２））＞ 乗数なし 

    

採点基準 配点 

導入実績が10件以上 20点 

導入実績が８件以上 15点 

導入実績が５件以上 10点 

導入実績が３件以上 ５点 

導入実績が２件以下 ０点 
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   ＜提案書評価（項目１（１）、（３～４）、２～５）＞ 

項目の重要度 配点（満点） 

A 10点 

B ５点 

 

 

 

 

   ＜自由提案（項目６）＞ 

配点（満点） 

20点 

 

 

 

 

・自由提案は、本市が必要と認めた内容について加点する。 

・自由提案に記載した項目は、落札事業者となった場合には、入札額の範囲内で実現す

るものとする。ただし、本市が必要ないと認めた際は、この限りでない。 

 

＜地元企業に関する事項（項目７）＞ 

・事業者（共同企業体の場合は主に構築・運用業務を担当する事業者）について神戸市

内に本社を有している場合は 30 点 

・神戸市内に事業所等（本社以外）を有している場合は 15 点 

・再委託先が神戸市内に本社を有している場合は ５ 点 

※神戸市物品等競争入札参加資格認定通知書にて確認する。 

 

   ＜機能実現証明書評価＞ 乗数なし 

採点基準 点数 

パッケージにて実現可能 ３点 

カスタマイズにて実現可能 １点 

実現不可能又は記載なし ０点（失格） 

 

 

 

 

 

 

× 

× 

採点基準 配点に対する乗数

非常に優れている 5/5

優れている 4/5

普通 2/5

劣っている 1/5

記述がない 0/5

採点基準 配点に対する乗数

非常に優れている 4/4

優れている 3/4

必要ない又は、記述がない 0/4
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＜機能要件対応表（任意）評価＞ 乗数なし 

採点基準 点数 

パッケージにて実現可能 ３点 

カスタマイズ対応等条件付き

又は一部実現可能 
１点 

実現不可能又は記載なし ０点 

・カスタマイズ対応にかかる費用は、入札額の範囲内で実現するものとする。 

 

 

４ 有効数字 

  価格点及び技術点ごとに合計し、小数点以下を四捨五入して算出する。 

 


